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第１・２学年 算数科学習指導案
平成２８年１０月１８日（火）第５校時
場所 １・２年教室
在籍児童数 １年２名 ２年３名 計５名
授業者 福田 勝美

第１学年 第２学年

単元名 たしざん 単元名 かけ算（２）九九をつくろう

本時の指導 （６／１３） 本時の指導 （７／１７）
（１）目標 （１）目標

1 位数どうしの繰り上がりのある加法計算で、被加数を分解す ８の段の九九の構成の仕方を理解する。
る方法（被加数分解）があることを知り、計算の仕方について
理解を深める。 （２）評価規準

（２）評価規準 ［数学的な考え方］
［数学的な考え方」 乗法について成り立つ性質や決まりを用いて、８の段の九九の

被加数、加数の大小も考えて、10 のまとまりを作ることに着目 構成の仕方を考え、説明する。
して計算の仕方を考え、言葉やブロック操作などによって説明
している。

（３）展開 わたり ■直接指導 □間接指導

指導上の留意点 学習活動 わたり 学習活動 指導上の留意点
及び評価 予想される児童の反応 予想される児童の反応 及び評価
・司会係が授業を進める。１ 本時の問題を把握し、課題を設定 ■ ■ １ 本時の問題を把握し、課題を設定 ・司会係が授業を進める

する。 ５分（Ｋ４課題） ■ ■ する。 ５分（Ｋ４課題）
＜問題＞ ■ ■ ＜問題＞

■ ■
■ ■ ８のだんの九九を、くふうしてつくりましょう。

たまごは あわせて なんこですか。 ■ ■
☆左のパックに３こ 右のパックに９こ（絵を提示す ■ ■
る） ■ ■

■ □
・たまごの絵と問題文を ・「片方のパックに３こ、もう片方の ■ □ しき ・日々の授業では、わかって
提 示することによって パックに９こ卵が入っていて合わせ ■ □ ８×１＝ いることに青ライン、聞い
問題場面をつかみやす てなんこか」を求めるので、加法の ■ □ ８×２＝ ていることに赤ライン、単
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いようにする。 式になることを考え立式する。 ■ □ ８×３＝ 位に〇をつけさせている
・わかっていることに青 ・式は３＋９になる。 ■ □ ８×４＝ が、本時では、問題を理解
ライン、聞いているこ ・既習との違いを考える。 ■ □ ８×５＝ することが児童にとっては
とに赤ライン、単位に ・９＋３は、前にある数が後ろの数よ ■ □ ８×６＝ 容易なことから、式を発表
赤○をつけさせる。 り大きかった。 ■ □ ８×７＝ させた後、すぐに課題を設

・今日の式は、３＋９になって、前の ■ □ ８×８＝ 定させる。
・前時の問題との異同を 数が後ろの数より小さくなってい ■ □ ８×９＝
弁別する。 る。 ■ □ ・両学年の様子を見ながら、

・「９＋４」の式を提示 ・後ろの数が 10 に近い数になってい ■ □ 必要に応じて直接指導に入
して、違いが分かるよ る。 ■ □ る。
うにする。 ■ □

■ □
・両学年の様子を見なが ■ □
ら必要によって直接指 ■ □
導に入る ■ ■

■ ■
＜課題＞ ■ ■ ＜課題＞
・ ■ ■

３＋９のたしざんの答えをぱっともとめるほうほうを ■ ■ ８のだんの九九のつくりかたを考えよう
かんがえよう ■ ■

・児童の言葉を基に課題 ■ ■ ・児童の言葉を基に課題を設
を設定する。１年生は、 ■ ■ 定する。
一 般化した課題ではな ■ ■
く、 問題文を基にして ■ ■
課題を設定させる。 ■ ■

■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■

・前時までの学習を想起 ２ 解決の見通しを立て、自力解決を □ □ ２解決の見通しを立て、自力解決を ・前時までの学習を想起させ
させて、１０のまとま する。 □ □ 10 分（Ｋ４活動）（Ｋ４確認） て、方法の見通しを立てさ
りをどのように作った 10 分（Ｋ４活動（Ｋ４確認） □ □ せる。
らよいかを考えさせて □ □ ・８ずつ何回もたしていくと答えが出
方法の見通しを立てさ ・ブロックを使って考えるとできそう □ □ る。（たすたす作戦）
せる だ。 □ □ ・１つ前の九九の答えに８ずつたして

・○図でできそうだ。 □ □ いくと答えが出る。（前たす作戦）
・両学年の児童の様子を ・サクランボさくせんでできそう。 □ □ ・かけられる数とかける数をひっくり ・両学年の児童の様子を見な
見ながら、必要に応じ ・ことば作戦でできそう。 □ □ 返してかけても答えが出る。（こう がら、必要に応じて、支援
て、支援をする。 ・１０のまとまりをつくるとできそ ■ ■ かん作戦＋前たす作戦） をする。
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う。 ■ ■ ・２つに分けて習った九九を使って答
■ ■

・３でも１０のまとまりが作れるけど ■ ■ えを出す。（わけたす作戦）
９を１０にする方が簡単そうだ。 ■ ■

・まとめの見通しを行う ・まとめの見通し ■ ■ ・まとめの見通し ・まとめの見通しを行うこと
ことで、ゴールを明確 「３＋９のたし算は、～するとこたえ ■ ■ 「８のだんの九九は～をつかうとつ で、ゴールを明確にする。
にする。 がぱっとでる。」 ■ ■ くることができる。」

とまとめられる。 □ ■ とまとめられる。 ・８の段の構成方法を発表ボ
□ ■ ードにまとめさせる。

＜予想される児童の考え＞ □ ■
・ブロックの操作がしや （１）うしろわけたしざん（加数分解） □ ■ ＜予想される児童の考え＞ ・８の段のアレイ図を配布し
す く、自分の考えが表 □ ■ ておき、アレイ図を基に考
現できるように、ホワ ９を７と２に分けて１０のまとまりを □ ■ えさせる。
イトボ ードとブロック つくる。 □ ■ ①たすたす作戦（同数累加）
を用意しておく。 □ ■ ８ずつたしていく。

①ブロックさくせん □ ■ ・発表ボードには、ほかの
・画用紙で作成した発表 □ ■ 人が見てもよく分かるよう
ボードを複数枚配布し □ ■ ８×１＝８ に、まとめるようにさせる。

ておき、児童が自由に ⑩ ９ □ ■ ８×２＝８＋８＝１６
自分の考えを表現でき ■■■←□□□□□□□ □□ ■ □ ８×３＝８＋８＋８＝２４
るようにする。 ３ ７ ２ ■ □ ８×４＝８＋８＋８＋８＝３２

↓ ■ □ ８×５＝８＋８＋８＋８＋８＝４０ ・１通りの解決を見た児童に
・ブロックで考えを表す ⑩ ２ ■ □ ８×６＝８＋８＋８＋８＋８＋８ は、他にないか考えさせ、
ときは、考えが分かる ■■■□□□□□□□ □□ ■ □ ＝４８ 全員が複数通りの解決を見
ように線で囲んだり、 ■ □ ８×７＝８＋８＋８＋８＋８＋８＋８ るように支援する。
矢印を入れたりさせる。 ３＋９＝１２ こたえ１２こ ■ □ ＝５６

■ □ ８×８＝８＋８＋８＋８＋８＋８＋８ ・各自に発表ボードを複数枚
・ブロックで考えられた ■ □ ＋８＝６４ 配布し、直接発表ボードに
児童には、前時を想起 ②○図さくせん ■ □ ８×９＝８＋８＋８＋８＋８＋８＋８ 記録させる。
させながら、図や式、 ■ □ ＋８＋８＝７２
言葉でも表せるように ⑩ ９ ■ □ ・①に関しては、児童が反応
助言して いく。 ●●●←○○○○○○○ ○○ ■ □ として挙げた場合のみ取り

３ ７ ２ ■ □ 上げるようにする。
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・どの数をどのように分 ↓ ■ □ ②まえたす作戦
けて１０のまとまりを ■ ■
作ったのかが分かるよ ⑩ ２ ■ ■ 1 つ前の九九の答えに８をたしてい
うに、１０のまとまり ●●●○○○○○○○ ○○ ■ ■ く。（かける数が１増えるとかけら
を線で囲ませるように ■ ■ れる数答えはかけられる数だけ増え
して、考え方が分かる ３＋９＝１２ こたえ１２こ ■ ■ ていく。）
ように表現させる。 □ ■

□ ■
□ ■ ８×１＝８

③サクランボさくせん □ ■ ８×２＝８＋８＝１６
□ ■ ８×３＝１６＋８＝２４

３ ＋ ９ □ ■ ８×４＝２４＋８＝３２
□ ■ ８×５＝３２＋８＝４０

⑩ ７ ２ □ ■ ８×６＝４０＋８＝４８
３＋７＝１０ □ ■ ８×８＝５６＋８＝６４
１０＋２＝１２ こたえ１２こ □ ■ ８×９＝６４＋８＝７２

□ ■
□ ■

④ことばさくせん □ ■
・３はあと７で１０ □ ■ ③こうかん作戦＋まえたす作戦
・９を７と２にわける □ ■ （かけられる数とかける数を反対に
・３と７で１０ □ ■ してかけても答えは同じになる・
・１０と２で１２ □ ■ 交換法則）

・計算のあとが分かるよ こたえ１２こ □ ■
うに、数や式を書かせ □ ■
て考え方が分かるよう （２）まえわけたしざん（被加数分解） □ ■ ８×１＝８
にする。 □ ■ ８×２＝２×８＝１６

３を２と１にわけて１０のまとまりを □ ■ ８×３＝３×８＝２４
つくる。 □ ■ ８×４＝４×８＝３２

□ ■ ８×５＝５×８＝４０
⑤ブロックさくせん □ ■ ８×６＝６×８＝４８

３ ⑩ □ ■ ８×７＝７×８＝５６
■■ ■□□□□□□□□□ □ ■ ８×８＝５６＋８
２ 1 ９ □ ■ ８×９＝６４＋８＝７２

↓ ■ ■
２ ■ ■
■■ ■□□□□□□□□□ ■ ■

■ ■
３＋９＝１２ こたえ１２こ ■ ■

■ ■
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⑥○図さくせん ■ ■ ④わけたす作戦
・ブロック操作や○図や ３ ⑩ ■ ■
式を関付けるけて説明 ●●→ ●○○○○○○○○○ ■ ■ アレイ図を基に、８の段を２つに分
ができるように準備を ２ １ ９ ■ ■ けて考える。（分配法則）
させる。 ↓ ■ ■

２ ⑩ ■ ■ ●●●●●●●●●
●● ●○○○○○○○○○ ■ ■ ●●●●●●●●●３の段

■ ■ ●●●●●●●●●
３＋９＝１２ こたえ１２こ ■ ■ ●●●●●●●●●

■ ■ ●●●●●●●●●
■ ■ ●●●●●●●●●５の段
■ ■ ●●●●●●●●●

⑦さくらんぼさくせん ■ ■ ●●●●●●●●●
■ ■

３ ＋ ９ ■ □
⑩ ■ □ ８×１＝３×１＋５×１＝８

２ １ ■ □ ８×２＝３×２＋５×２＝１６
９＋１＝１０ ■ □ ８×３＝３×３＋５×３＝２４
１０＋２＝１２ こたえ１２こ ■ ■ ８×４＝３×４＋５×４＝３２

□ ■ ８×５＝３×５＋５×５＝４０
□ ■ ８×６＝３×６＋５×６＝４８

・④や⑧のように発表ボ □ ■ ８×７＝３×７＋５×７＝５６
ードに言葉で記録して ⑧ことばさくせん □ ■ ８×８＝３×８＋５×８＝６４
提示する児童はいない □ ■ ８×９＝３×９＋５×９＝７２
ものと思われる。しか ・９はあと１で１０ □ ■
し、ブロック操作の時 ・３を２と１にわける □ ■
に、言葉で説明をする ・９と１で１０ □ ■ ・８の段の九九の答えは、３の段の答
ので、④や⑧のように ・１０と２で１２ □ ■ えと５の段の答えをたしたもの
わかりやすく説明して こたえ１２こ □ ■
いるかどうかをよく見 ■ ■
るようにする。 ■ ■

■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■

３ 考え方を発表し合い、検討する。 □ □ ３ 考え方を発表し合い、検討する。
□ □

１５分（Ｋ４活動）（Ｋ４確認） □ □ ２０分（Ｋ４活動）（Ｋ４確認）
□ □
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□ □
・計算の手順の説明の際 ・①は、ブロックさくせん □ □ ・①は、８を何回もたすのは、まちが ・黒板に、アレイ図や九九表
には、実際にブロック 今までと同じやり方で、後ろの数９ □ □ いはないけど、かける数が大きくな を提示しておき、児童には
を操作しながら言葉で を分けて１０のまとまりを作ってた □ □ っていくとたいへんだ。 発表の際、アレイ図や九九
わかりやすく説明させ し算をしている。 □ □ 表と関連付けてわかりやす
る。 ３＋７＋２＝１２ こたえ１２こ □ □ ・②の１つ前の九九の答えに８を足し く発表させるようにした

□ □ ていくのは計算が簡単。 い。
・司会者には、キーワー ・②は、〇図さくせん □ □ ・②は、かける数が１ふえると答えは
ドを記録させる。 ３は、あと７で１０なので、９を７ □ □ かけられる数だけふえるのは今まで ・司会者には、キーワードを

と２に分けている。３と７をたして □ □ やった九九でもいえたこと。８の段 記録させる。
＜期待するキーワード＞ １０。１０と２で１２。 □ □ でもこのきまりは使える。
・うしろわけたしざん こたえ１２こ □ □ ＜期待するキーワード＞
・９を７と２にわける □ □ ・前たす作戦
・まえわけたしざん ・③は、サクランボさくせん □ □ ・③九九表を見ると、８×２＝１６、 ・こうかん作戦＋前たす作戦
・９で１０をつくる ９を７と２に分けている。 □ □ ２×１８＝１６、８×３＝２４、 ・わけたす作戦
・１０のまとまりにする ３＋７＋２＝１２ こたえ１２こ □ □ ３ ×８＝２４、８×４＝３２、 （３のだん＋５のだん）
・大きいかずを１０に。 □ □ ４×８ ＝３２なので８の段でもか ・答えが８ずつふえる。

・④は、ことばさくせん □ □ ける数とかけられる数を反対にして ・かけ算のきまり
・ブロックと、○図、式 今までと同じうしろわけたしざんで □ □ も同じ答えになる。８×８と８×９
を関連させて説明する やっている。９を７と２に分ける。 □ □ はまだ習ってないけど、こうかん作
ようにさせる。 ３＋７＝１０ １０＋２＝１２ □ □ 戦で出した答えに８ずつたしていけ

こたえ１２こ □ □ ばいい。
・式であらわした児童に □ □
は、計算した順番に説 ・⑤は、ブロックさくせん □ □ ・③は、アレイ図で見ると、例えば８
明させる。 前の数を分けている。前の数３を分 □ □ ×４は８が４つ分だけど、図を横に

けて１０のまとまりを作ってたし算 □ □ 見ると４が８つ分と同じことにな
・どの考え方においても、 をしている。 □ □ る。
どのように分けて１０ ２＋１＋９＝１２ こたえ１２こ □ □
のまとまりを作ったの □ □ ・④は、九九表を見ると３の段と５の
か、なぜそのように分 ・⑥は、○図さくせん □ □ 段をたすと８の段の答えになるから
けたのかについてをわ ９はあと１で１０なので、３を２と □ □ わけたす作戦が使える。
かりやすく発表させる １にわけている。９と１で１０。 □ □

１０と２で１２。こたえ１２こ □ □ ・④は、アレイ図で上の３列と下の５
□ □ 列に分けるように仕切りの線を入れ

・⑦は、サクランボさくせん □ □ て切ると、上は３の段の九九、下は
３を２と１に分けている。 □ □ ５の段の九九になる。合わせると８
２＋１＋９＝１２ こたえ１２こ □ □ の段の九九になる。

□ □
・児童から出された考え ・⑧は、ことばさくせん □ □ ・８の段の九九の答えを確認する。
方を、２つの考え方に 前の数３を分けて、９から１０のま □ □ ８×１＝８
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分ける。 とまりを作っている。 □ □ ８×２＝１６
・なぜそのように分けた １＋９＝１０ １０＋２＝１２ □ □ ８×３＝２４ ・８の段の九九の答えを確認
のか、それぞれの考え こたえ１２こ □ □ ８×４＝３２ する。
方を発表させる。 □ □ ８×５＝４０

＜同じ考え方で２つに分ける＞ □ □ ８×６＝４８
□ □ ８×７＝５６

・①②③④は、今までやってきた考え □ □ ８×８＝６４
□ □ ８×９＝７２

方。後ろの数を９を７と２に分けて □ □
前の数３から１０のまとまりにして □ □
いる。 □ □
３＋７＝１０ １０＋２＝１２ □ □
うしろわけたしざんの考え方。 □ □

・⑤⑥⑦⑧は、９は、あと１で１０に □ □
なるので、３を２と１に分けている。□ □
９と１で１０。１０と２で１２。 □ □
前の数３を２と１に分けて、大きい □ □

□ □
□ □

数で１０のまとまりを作るようにし □ □ ＜どの考えにも共通すること＞ ・①②③④いずれも、今まで
ている。 □ □ ・答えが同じ の九九のように、かけ算の
９＋１＝１０ １０＋２＝１２ □ □ ・８の段の九九は８ずつ増えている。 決まりを使っていることを
まえわけたしざんの考え方。 □ □ ・どの考えも、かけ算のきまりを使っ 確認する。

□ □ ている。
・⑤⑥⑦⑧のように、９を１０にした □ □ ・今までの九九をつくる時見つけてた
ほうが計算がはやい。 □ □ やり方でを使っている。

□ □
・どの考えにも共通する ＜どの考えにも共通すること＞ □ □
のはどんなことか話 □ □
し合わせる。 ・①②③④も⑤⑥⑦⑧も１０のまとま □ □

りにしているところが同じ。 □ □
□ □

・前の数でも後ろの数でも、大きい数 □ □
を１０にするほうが計算がはやくで □ □
きる。 □ □

□ □
□ □
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□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

＜評価＞ □ □ ＜評価＞
【考】加数、被加数の大小も考えて、10 のまとまりを □ □ 【考】乗法について成り立つ性質やきまりを用いて、８

作ることに着目して、計算の仕方を考え、言葉や □ □ の段の九九の構成の仕方を考え、説明している。
ブロック操作などによって説明している。 □ □ ＜評価方法＞【観察・発表・発表ボード・ノート】

＜評価方法＞【観察・発表・発表ボード】 □ □ Ａ乗法についての成り立つ性質や決まりを複数使い、８
Ａ加数分解、被加数分解による計算の仕方を理解して □ □ の段の九九を構成することができる。
ブロック操作、図、式を関連付けて説明ができる。 □ □ Ｂ乗法についての成り立つ性質や決まりを使い、８の段

Ｂ加数分解、被加数分解の計算の仕方を理解して、ブ □ □ の九九を構成することができる。
ロックを操作しながら説明ができる。 □ □ Ｃアレイ図を数えるのみで、乗法についての性質や決ま

Ｃ繰り上がりのある加法の仕方が理解できない。 □ □ りを使って８の段の九九を構成できない。
～Ｃの児童への手立て～ □ □ ～Ｃ児への手立て～

□ □ ◇６段、７の段の九九の構成についての既習を振り返ら
◇ブロック操作を中心に、１０のまとまりを作るには □ □ せ、アレイ図に数のまとまりを囲み、乗法の決まりを
どうすればよいか考えさせる。 □ □ 見つけさせるように支援する。

□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

４ まとめをする ■ ■ ４ まとめをする
５分（Ｋ４価値づけ） ■ ■ ５分（Ｋ４価値づけ）

■ ■
３＋９のこたえは、９で１０のまとまりをつくると、ぱ ■ ■ ８のだんの九九は、前たすさくせん、こうかんさくせん、わけた
っとこたえがでる。 ■ ■ すさくせんなど、かけ算のきまりをつかうと、つくることができ

■ ■ る。
・被加数と加数の数の大 ・９で 10 を作る計算の仕方をたし ■ ■
きいほうで１０のまと かめる。 ■ ■
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まりをつくる方が操作 ■ ■ ・童の言葉を基にまとめる。
が簡単に済むことを本 ■ ■
時のまとめとする。 ３＋９のけいさんのしかた ■ ■ ・キーワードを基にまとめら

・児童の言葉を基にまと まえわけたしざん ■ ■ れるように支援する。
める。 ①９はあと１で１０ ■ ■

・キーワードを基にまと ②３を２と１にわける ■ ■
められるように支援す ③９に１をたして１０ ■ ■
る。 ④１０と２で１２ ■ ■

・全体で、３＋９の計算 ■ ■
の仕方を確かめる。 ■ ■

■ ■
・加数分解を否定するの ■ ■
ではなく、新しい考え ■ ■ ・本時は、８の段の九九の構
として被加数分解を位 ■ ■ 成であるため、適応問題は
置づけて計算の仕方を ■ ■ 取りあげない。
確認する。 ■ ■

■ ■
■ ■
■ ■
□ ■

５ 適用問題に取り組む □ ■
５分（Ｋ４価値づけ） □ ■

・９から 10 を作るとすぐ □ ■
に 10 のまとまりになる ２＋９のけいさんをしましょう。 □ ■
ことのよさを実感させ □ ■
るために、被加数分解 ○まえわけさくせん（被加数分解） □ ■
で解かせ、児童自ら「よ ９はあと１で１０だから、２を１と □ ■
りよい方法」を選択し、 １に分けた。 □ ■
活用できるようにして ９に１をたして１０。１０と１で □ ■
いく。 １１。こたえは１１。 □ ■

・図や式と関連させてブ □ ■
ロック操作をさせ、ど □ ■
の数を使って１０のま ２ ＋ ９ □ ■
とまりを作ったの説明 □ ■
させ、繰り上がりのあ １ １ ⑩ □ ■
る加法計算の理解を確 □ ■
実にする。 □ ■

□ ■
□ ■
□ ■
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■ ■
・本時の学習を振り返り、６ 学習を振り返る。 ■ ■ ５ 学習を振り返る ・本時の学習を振り返り、ノ
ノートに感想を書かせ ５分（Ｋ４価値づけ） ■ ■ ５分 （Ｋ４価値づけ） ートに感想を書かせる。
る。 ■ ■

・学習を振り返り、ノートに学習感想 ■ ■ ・学習を振り返り、ノートに学習感想
・学年内で感想を発表し を書き、発表し合う。 ■ ■ を書き発表し合う。 ・学年内で感想を発表した
た後、１，２年生で交 ■ ■ 後、１，２年生で交流さ
流させる。 ・本時でどのようなことを学習してど ■ ■ ・本時でどのような学習をしてどのよ せる。

のようなことがわったかについて、 ■ ■ うなことが分かったかについて、１
２年生と交流する。 ■ ■ 年生と交流する。

■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
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